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文
芸
創
作
の
小
林
恭
二
ゼ

ミ
に
所
属
。
３
年
間
で
長
編

５
作
を
書
き
上
げ
た
。
２
年

次
で
鳳
賞
を
受
賞
し
た
と
き

と
比
べ
「
一
文
一
文
に
気
を

使
っ
て
書
く
よ
う
に
な
っ

た
」
と
語
る
。

　「
３
月
刊
行
の
作
品
集
に

掲
載
さ
れ
る
、
先
生
方
の
講

評
を
読
む
の
が
楽
し
み
」
と

ほ
ほ
笑
む
。
そ
の
講
評
を
励

み
に
、
今
後
も
書
く
こ
と
を

続
け
て
い
く
つ
も
り
だ
。

２
年
次
に
鳳
賞
、
３
年
次
に

柘
植
光
彦
文
学
賞
を
受
賞

し
、
３
年
連
続
の
大
賞
受
賞

と
な
っ
た
。
今
作
『
か
わ
い

そ
う
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
』
は

女
子
大
学
生
が
主
人
公
。
高

校
時
代
の
同
級
生
と
再
会

し
、
誘
わ
れ
る
ま
ま
同
窓
会

に
参
加
、
そ
こ
で
意
外
な
事

実
を
知
る
こ
と
に
な
る
｜

｜
。
１
万
字
余
り
を
「
が
む

し
ゃ
ら
に
書
い
た
」
と
振
り

返
る
。

地
域
通
貨
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ド
ッ
ク

 

西
部
忠
編
著

　
地
域
通
貨
と
は
、
一
定
の

地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
し

か
流
通
し
な
い
通
貨
を
あ
え

て
導
入
す
る
こ
と
で
、
域
内

経
済
を
活
性
化
し
、
相
互
扶

助
や
つ
な
が
り
を
強
め
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
豊
か
に
し
よ

う
と
い
う
社
会
実
験
で
あ

る
。

　
日
本
で
も
今
世
紀
初
頭
に

ブ
ー
ム
が
来
た
が
、
地
域
通

貨
と
い
う
ツ
ー
ル
を
助
成
金

目
当
て
で
た
だ
導
入
す
る
だ

け
で
は
長
続
き
し
な
か
っ

た
。
人
間
は
長
年
身
に
つ
け

た
価
値
観
や
慣
れ
親
し
ん
だ

思
考
習
慣
を
簡
単
に
は
変
え

ら
れ
な
い
「
内
な
る
制
度
」

を
抱
え
た
存
在
だ
か
ら
だ
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ド
ッ
ク

は
、
検
診
結
果
に
基
づ
く
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
か
ら
気
づ
き

を
経
た
生
活
習
慣
の
転
換
に

つ
な
げ
る
人
間
ド
ッ
ク
に
着

想
を
得
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
自
ら
の
現
状
に
気
づ
き
、

自
己
変
容
す
る
プ
ロ
セ
ス
に

研
究
者
も
参
加
す
る
ア
ク
シ

ョ
ン
リ
サ
ー
チ
手
法
で
あ

る
。

　「
外
な
る
制
度
」
と
「
内

な
る
制
度
」
の
同
時
変
化
を

対
象
と
す
る
進
化
経
済
学
の

政
策
論
で
あ
る
メ
デ
ィ
ア
・

デ
ザ
イ
ン
を
補
完
す
る
実
践

的
調
査

運
動
手
法
で
あ

る
。（
専
修
大
学
出
版
局
・

本
体
２
８
０
０
円
＋
税
）

　
編
著
者
（
に
し
べ
・
ま
こ

と
）

経
済
学
部
教
授
。
進

化
経
済
学

懸
賞
論
文
・
文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

文
芸
鳳
賞
に
前
田
さ
ん

３
年
連
続
大
賞
受
賞

　
学
生
部
主
催
の
２
０
１
８

年
度
懸
賞
論
文
・
文
芸
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
の
授
賞
式
が
12

月
４
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
た
。
文
芸
作
品
部

門
の
最
優
秀
賞
に
当
た
る
鳳

賞
に
前
田
萌
香
さ
ん
（
文

４
）
が
、
柘
植
光
彦
文
学
賞

に
は
内
田
里
奈
さ
ん
（
文

３
）
が
選
ば
れ
た
。
懸
賞
論

文
部
門
は
鳳
賞
の
該
当
者
は

な
か
っ
た
。

　
本
年
度
は
論
文
部
門
に
８

作
品
、
文
芸
部
門
に
27
作
品

の
応
募
が
あ
り
、
両
部
門
で

14
人
が
入
賞
し
た
。
入
賞
作

は
作
品
集
と
し
て
３
月
に
刊

行
さ
れ
る
。

　
文
芸
部
門
審
査
委
員
長
の

小
林
恭
二
文
学
部
教
授
は

「
前
田
さ
ん
の
作
品
は
ク
ラ

シ
カ
ル
で
文
芸
性
が
強
か
っ

た
が
、
作
風
が
変
化
し
現
代

の
女
性
の
闇
を
見
事
に
書
き

き
っ
た
」
と
評
し
た
。
ま

た
、
内
田
さ
ん
は
戯
曲
と
し

て
初
め
て
の
入
賞
と
な
っ

た
。

　
論
文
部
門
審
査
委
員
長
の

濱
松
純
司
文
学
部
教
授
は

「
活
字
離
れ
の
中
、
応
募
し

て
く
れ
た
諸
君
に
感
謝
し
た

い
。
提
出
前
に
見
直
し
た
ら

も
っ
と
よ
い
論
文
に
な
る
」

と
講
評
し
た
。

　
前
田
さ
ん
は
文
芸
部
門
で

　
柘
植
光
彦
文
学
賞
の
内
田

さ
ん
は
小
山
内
伸
ゼ
ミ
で
演

劇
研
究
に
励
む
か
た
わ
ら
劇

団
を
立
ち
上
げ
、
創
作
に
打

ち
込
ん
で
い
る
。
同
ゼ
ミ
が

昨
夏
に
行
っ
た
劇
上
演
で

も
、
脚
本
と
演
出
を
担
当
し

た
。

　
受
賞
作
『
４
／
１ 

Ｓ
Ｔ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
』
は
小
山
内
教

授
に
勧
め
ら
れ
初
め
て
応

募
。「
文
芸
作
品
と
し
て
評

価
さ
れ
、
う
れ
し
か
っ
た
。

今
後
も
よ
り
よ
い
も
の
を
書

柘
植
賞 

内
田
さ
ん

劇
団
で
創
作
に
励
む

授
賞
式
で
賞
状
を
受
け
取
る
前
田
さ
ん

が
で
き
る
本
作
り
に
挑
戦
し

て
い
る
文
学
部
人
文
・
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
の
野
口
武

悟
ゼ
ミ
の
３
人
が
、
手
作
り

で
『
香
り
の
本
』
を
制
作
。

静
岡
文
化
芸
術
大
学
主
催
の

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１

８
」
の
一
般
部
門
佳
作
に
選

ば
れ
た
。

　
本
を
制
作
し
た
の
は
、
城

リ
ノ
さ
ん
、
丹
羽
雅
子
さ

ん
、
樋
口
彩
夏
さ
ん
で
い
ず

れ
も
４
年
次
生
。「
視
覚
に

障
が
い
の
あ
る
人
も
存
分
に

楽
し
め
る
香
り
の
本
を
作
り

た
い
」（
城
さ
ん
）
と
、
バ

ラ
、
レ
モ
ン
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー

な
ど
香
り
豊
か
な
身
近
な
植

物
６
種
を
美
し
い
イ
ラ
ス
ト

で
紹
介
し
、
香
り
の
エ
ッ
セ

ン
ス
カ
ー
ド
を
付
け
た
。
文

章
は
、「
カ
モ
ミ
ー
ル
の
か

お
り
を
か
ぐ
と
、
き
ん
ち
ょ

う
が
ほ
ぐ
れ
ま
す
。
頭

あ
た
ま

が
い

た
い
時と

き

に
は
、
い
た
み
が
や

わ
ら
ぎ
ま
す
」
な
ど
と
、
和

文
と
点
字
で
表
現
し
た
。

　
城
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
と
構

成
を
考
え
た
。
点
字
を
担
当

し
た
の
は
丹
羽
さ
ん
。「
ル

ー
ル
を
覚
え
る
の
が
大
変
で

し
た
」
と
独
学
で
点
字
を
学

ん
だ
。

　
樋
口
さ
ん
は
全
ペ
ー
ジ
を

彩
る
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
。

香
り
エ
ッ
セ
ン
ス
カ
ー
ド
は

香
料
を
扱
う
会
社
か
ら
サ
ン

プ
ル
を
提
供
し
て
も
ら
っ

た
。

　「
ア
イ
デ
ア
、
デ
ザ
イ

ン
、
点
字
と
ど
の
セ
ン
ス
も

よ
く
、
３
人
の
適
性
に
う
ま

く
整
合
し
た
本
と
な
っ
た
」

と
野
口
教
授
も
仕
上
が
り
を

評
価
し
て
い
る
。

　
野
口
ゼ
ミ
で
は
、
こ
う
い

っ
た
本
作
り
の
作
業
を
通
し

て
情
報
や
読
書
環
境
の
ア
ク

セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
考

え
て
い
る
。
同
ゼ
ミ
で
は
今

年
度
も
う
一
組
、
石
川
桃
羽

さ
ん
、
山
田
祐
美
加
さ
ん
、

若
菜
亜
美
さ
ん
の
３
人
（
い

ず
れ
も
４
年
次
）
が
旅
行
者

な
ど
外
国
人
向
け
の
東
京
カ

フ
ェ
案
内
の
電
子
本
を
制
作

し
た
。

 文・野口ゼミの３人

 手作り「香りの本」

絵本コンクール入選

　
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い

人
や
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち

が
楽
し
ん
で
「
読
む
」
こ
と

　
経
営
戦
略
と
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
テ
ー
マ
に
す

商・髙橋義仁ゼミ有志

ベトナムで研修

ハ
ッ
カ
ソ
ン
開
催

ネ
ッ
ト
情
報
学
部

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

の
「
学
部
ハ
ッ
カ
ソ
ン
」
が

１
月
12
、
13
の
２
日
間
に
わ

た
っ
て
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
た
。
１
〜
３
年
次

生
10
人
が
参
加
し
、
学
部
で

グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア
と
し
て
利

用
し
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ッ
ト
ツ
ー
ル
「
ｄ
ｉ
ｒ
ｅ
ｃ

ｔ
」
の
改
善
案
を
考
え
、
設

計
と
提
案
を
行
っ
た
。

　
ハ
ッ
カ
ソ
ン
は
参
加
者
が

技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄

り
、
短
期
集
中
で
サ
ー
ビ
ス

や
シ
ス
テ
ム
を
開
発
。
３
チ

ー
ム
に
分
か
れ
、
グ
ル
ー
プ

ウ
エ
ア
に
あ
っ
た
ら
い
い
な

と
思
う
機
能
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
た

写
真
。

　
発
表
会
で
は
、「
教
員
と

の
交
流
や
情
報
発
信
の
場
と

し
て
掲
示
板
機
能
を
追
加
」

「
時
間
割
な
ど
、
必
要
な
情

報
が
一
目
で
分
か
る
デ
ザ
イ

ン
」
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
が
発

表
さ
れ
た
。
企
業
の
方
か
ら

は
「
ど
ん
な
場
面
で
使
う
の

か
考
え
る
と
よ
り
よ
い
ア
イ

デ
ア
に
な
る
」
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
あ
っ
た
。

　
石
井
大
輝
さ
ん
（
１
年

次
）
は
「
先
輩
た
ち
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
考
え
方
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
参
考
に

な
っ
た
」
と
話
し
た
。

い
て
い
き
た
い
」と
話
し
た
。

　
柘
植
光
彦
文
学
賞
は
懸
賞

論
文
・
文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
の
審
査
委
員
を
長
く
務
め

た
故
柘
植
光
彦
文
学
部
教
授

を
記
念
し
て
２
０
１
２
年
度

に
創
設
さ
れ
た
。

（
大
学
Ｈ
Ｐ
に
受
賞
者
一
覧
）

み
砕
い
て
話
す
よ
う
に
心
が

け
た
が
、
通
じ
な
い
と
こ
ろ

が
多
々
あ
り
、
意
思
疎
通
が

難
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
し

か
し
、
そ
ん
な
時
で
も
日
本

語
学
校
の
生
徒
た
ち
は
一
生

懸
命
調
べ
、
何
と
か
理
解
し

よ
う
と
し
て
く
れ
た
。
言
い

た
い
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
す

る
気
持
ち
が
伝
わ
り
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
。

　
生
徒
た
ち
は
特
に
そ
う
め

ん
の
薬
味
に
興
味
を
示
し
て

い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
楽
し
く
食

事
を
す
る
様
子
を
見
て
、
事

前
準
備
に
苦
労
し
た
か
い
が

あ
っ
た
と
思
っ
た
。
同
時
に

日
本
の
人
気
ぶ
り
を
う
れ
し

く
思
い
、
私
た
ち
も
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
。

　
企
業
訪
問
で
は
、
実
際
に

現
地
で
働
い
て
い
る
方
々
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
話
を
伺
っ

た
。
今
回
の
研
修
で
文
化
の

違
い
に
よ
る
企
業
の
海
外
進

出
の
難
し
さ
や
、
ベ
ト
ナ
ム

人
の
日
本
に
対
す
る
思
い
を

知
る
な
ど
、
現
地
に
行
く
こ

と
で
し
か
分
か
ら
な
い
貴
重

な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　
他
の
参
加
者
は
次
の
通

り
。
吉
田
翔
哉
（
４
年
次
）

川
口
泰
礼
、
松
野
さ
ゆ
り
、

金
井
寛
、
長
谷
川
暉
人
、
平

山
裕
香
、
服
部
小
百
合
、
南

雄
太
、
木
村
ま
り
あ
（
以
上

３
年
次
）。
文
中
敬
称
略
。

寄 稿 栗原 敬之（商３）

関
の
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
株
式
会

社
、
タ
ン
ロ
ン
工
業
団
地
、

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
ハ
ノ
イ
事
務

所
、

吉

中

精

工
、
イ
オ
ン
ロ

ン
ビ
エ
ン
店
を

訪
れ
た
。

　
今
回
の
研
修

で
一
番
印
象
に

残
っ
た
の
は
２

日
目
に
訪
問
し

た
リ
キ
日
本
語

学
校
だ
。
こ
こ

で
は
、
日
本
語

を
学
ぶ
現
地
の

生
徒
に
対
し
、

私
た
ち
が
日
本

の
文
化
や
生
活

に
つ
い
て
発
表

し
、
そ
の
あ
と

日
本
か
ら
持
参

し
た
み
そ
汁
と

そ
う
め
ん
を
振
る
舞
い
、
交

流
を
楽
し
ん
だ
。
私
た
ち
は

事
前
準
備
か
ら
日
本
語
を
か

る
商
学
部
・
髙
橋
義
仁
ゼ
ミ

有
志
12
人
（
研
修
チ
ー
ム
代

表
山
口
里
沙

３
年
次
、
ゼ

ミ
長
青
木
真
美

同
）
は
、

２
０
１
８
年
９
月
８
日
か
ら

12
日
ま
で
の
５
日
間
、
ベ
ト

ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
で
海
外
研
修

を
行
っ
た
。

　
今
回
の
海
外
研
修
の
特
徴

は
、
訪
問
先
の
決
定
か
ら
依

頼
、
研
修
内
容
、
運
営
に
至

る
ま
で
の
ほ
と
ん
ど
を
学
生

自
ら
が
工
夫
し
て
行
っ
た
こ

と
だ
。
約
半
年
間
に
わ
た
り

準
備
し
た
上
で
現
地
へ
と
向

か
い
、
リ
キ
日
本
語
学
校
、

技
能
実
習
生
の
送
り
出
し
機

左
か
ら
野
口
教
授
、
丹
羽
さ
ん
、
樋
口
さ
ん
、
城
さ
ん

笑
顔
の
ゼ
ミ
生
と
リ
キ
日
本
語
学
校
の
生
徒


